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明けましておめでとうございます。今年が皆様にとって良い年になりますようにお祈りしていま
す。昨年は多くの人命が失われました。世界では西アフリカで流行したエボラ出血熱、イスラム国
の残虐な殺窃、日本では広島の土砂災書、御嶽山の突然の噴火等 こ の世の終わりが近づいている
のではと思うほどの出来事でした。キ年の今年は優しさに包まれた年になつて欲しいと思います。
人は人との関係の中で自分という者が何者であるのかが分かつていく。その通りだと思うのです。
社会全体が向かう方向はどこなのか?私 はその方向に対してどんな気持ちを持つのか?私 が医者と
して言えることは、お互いに助け合つて生きていくしかこの超高齢化社会を生き延びる方法はない
ということです。経済成長はあり得ない話です。一部の大企業のために庶民が犠牲になつては、将
来の日本はあり得ません。過去の価値観から今こそ脱却する時だと思います。

[最近目立つ病気]
嘔吐 ・下痢のウィルス性胃腸炎や
溶連菌感染症がひき続き目立ってい

ます。長びく咳の方も相変わらず多
いです。アレルギーが関与している
と思われる方や、風邪の繰 り返 しで
気道が過敏になつている方、乳幼児
では RSウ ィルス感染症後に気道過
敏になっている場合もあります。副
鼻腔炎やマイコプラズマ感染症が原
因の方もいらつしゃいますが、経過
をみないとすぐには診断がつきませ
ん。ウィルス性胃腸炎は、目立って
きましたが、例年のようなノロウィ
ルス感染症の大流行はありません。
A香 港型のインフルエンザが 12月
に入つて流行 しはじめました。新型
インフルエンザの流行を除けば、こ
こ数年来こんなに早期の流行はなか
つたことです。寒波の襲来が早かつ

たことも影響 しているのでしょう。
他に、ここ数年流行が 4月 頃まで続
くことが多いので、遅めにワクチン

接種をする人が多かったのも原因か

もしれません。
他に伝染性紅斑 (リンゴ病)や 水
痘、伝染性単核症 (EBウ ィルス感染
症)、アデノウィルス感染症、おたふ
くかぜ等が散発的にみられています。

[伝染性単核症(EBV感 染症)]
EpsteinBBarr vtts:EBVは 、ヘル
ペスウイルスに属しています。
血液中に多数の異型 リンパ球の出現
を伴 う単核細胞の増加が見られる感
染症であることが、「伝染性単核症」
の名前の出来です。
大部分の人は、一生の間 EBVに 感
染 します。多くのこどもが EBVに 感
染 しますが、無症状であつたり、軽
い症状の場合がほとんどです。幼児
期に EBVに 感染しないで、思春期や
若者時代に初めて EBVに 感染 した場
合には、35～50%が 、伝染性単核症に
なると言われています。症状は、発
熱、咽頭痛、および リンパ節の腫れ
です。発熱は、見られない場合もあ
りますが、発病から数 日目が最も高
熱で、以後は徐々に解熱 します。 リ
ンパ節の腫れは、首で目立ちます。
牌臓や肝臓が腫れることがあります。
肝機能障害を伴 うこともあります。
他のヘルペスウィルス属 と同じよう
に治癒後もEBVは 、体内から全部消
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[エボラ出血熱]
以下は、
http://― .fOm.g。.Jpんoplcs/2014/12251
453.httnlから引用です。
12月 24日 付 けの世界保健機関
(WI10)の 情報によるとエボラウイ
ルス病の発生状況は以下のとお りで
す。
(要点)
0エ ボ ラ ウイル ス病 の患者 数 は
19,497人、死亡者は 7,588人 になり
ました。
●報告される患者発生率が、ギニア
では上下に変動 してお り、 リベ リア
では低下しています。
●シエラレオネでは、国の西部地域
では流行が最も深刻な状態が続いて
いますが、患者発生率は低下する兆
候がみえています。全力で対策への

努力が続けられ、感染地域の拡大を
阻止することに注がれています。
(要約)
2014年 12月 21日 (第 51週 )ま
でに報告されたエボラウイルス病の

疑い例か ら確定例までの患者数は
19,497症例、死亡者数は 7,588症例
となつています。報告は、感染の影
響を受けている 4か 国 (ギニア、リ
ベ リア、マ リ、シエラレオネ)と 過
去に影響を受けた 4か 国 (ナイジェ

リア、セネガル、スペイン、アメリ
カ合衆国)か らです。
報告されている患者発生率が、ギ
エアでは上下に変動 し、リベ ジアで

現在までに、マリ、ナイジェリア、
セネガル、スペイン、アメリカ合衆
国の 5か 国で、流入患者が報告され
ています。
アメリカ合衆国では、死亡者 1名
を含む 4例 の感染がありました。ニ

ューヨークの医師 とテキサスの看護
師 2人 は 2回 のエボラ検査陰性の結
果を得て退院 しました。すべての患
者が退院 し、この国では全ての接触
者が 21日間の健康監視期間を完了し
ました。

☆大手町の夜問急病診療所 (血222-0099)で

は午後 7時 から 11時まで、小児科と内科の診

療を年中無体で行っています。加畑の担当は

1/2、1/25、3/1、3/26の 予定です。なお、278

は当番医です。

☆金沢市では幼児期の任意接種のワクチン(お

たふくかぜ ・インフルエンサ
｀
)に ついての助成金制

度を行つています。詳細は受付でお尋ね下さ
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☆インフルエンザワクチン接種を実施 してい

ます。 (H27.1月 下旬終了予定)

☆世界の宝 「憲法 9条 」を次の世代に贈
りましょう。

えてしまうわけではなく、のどや血  は 低下しています。シエラレオネで
液中の細胞の中で潜伏 ・休眠状態に  は 患者発生率は低下する兆候がみら
入 ります。そして、ときどきEBVは   れ 、現在は増えていません。国の西
潜伏 ・休眠状態から目覚めて再活性  部 地域は流行が最も深刻な状態にあ
化し、唾液の中に EBVが 出てきます。  り ますが、全力で対策への努力が続
この再活性化時は通常、症状は出ま  け られ、感染地域の拡大を阻止する
せん。 EBVは 、免疫に係る細胞の  こ とに注がれています。最も流行が
中でも潜伏 ・休眠状態に入 りますが、  深 刻である 3か 国を通しての患者死
まれにバーキット‐リンパ腫や鼻咽頭  亡 率 (致死率)は 、信頼のある記録
癌 といった悪性腫瘍の発生に関与す  で は 700/0です。
ることがあります。          2015年 1月 1日 までにエボラウイ
また、EBVに よる感染の主要な経  ル ス病に対する安全な埋葬 と患者隔
路は、感染者の唾液 との濃密な接触  離 の達成を 100%にするとい う目標
だと考えられています。例えば、キ  に 向かつて、流行 3か 国への介入が
スなどによつて、EBVが 受け渡され  続 けられています。それぞれの国の

感染することになります。潜伏期間  レ ベルでは患者隔離と埋葬への対応
は、4-6週間です。          能 力が整いつつあります。


